
( i )

　
　
　
　

研
　
究
　
所
　
彙
　
報

一　

二
〇
二
一
年
度
研
究
所
・
所
員
リ
ス
ト

教　

授　

早
矢
仕　

智　

子
（
日
本
語
教
育
学
）

教　

授　

市
野
澤　

潤　

平
（
文
化
人
類
学
）

教　

授　

今　

林　

直　

樹
（
国
際
関
係
論
）

教　

授　

木　

村　

春　

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教　

授　

九　

里　

順　

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授　

栗　

原　
　
　

健
（
宗
教
学
・
近
世
ド
イ
ツ
史
）

准
教
授　

間　

瀬　

幸　

江
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
演
劇
）

准
教
授　

松　

本　
　
　

周
（
悲
嘆
ケ
ア
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
）

教　

授　

松　

浦　

光　

和
（
心
理
学
）

教　

授　

宮　

原　

育　

子
（
地
理
学
・
地
域
資
源
論
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
）

准
教
授　

永　

田　

貴　

聖
（
文
化
人
類
学
・
移
民
研
究
）

教　

授　

清　

水　

禎　

文
（
教
育
学
）

准
教
授　

杉　

井　
　
　

信
（
社
会
人
類
学
）



( ii )

准
教
授　

高　

橋　

陽　

一
（
日
本
近
世
史
・
旅
行
史
・
歴
史
資
料
保
全
学
）

教　

授　

田　

中　

一　

裕
（
生
態
学
）

教　

授　

天　

童　

睦　

子
（
女
性
学
） 

教　

授　

豊　

澤　

弘　

伸
（
国
語
教
育
）

教　

授　

八　

木　

祐　

子
（
文
化
人
類
学
）

准
教
授　

兪　
　
　

幜　

蘭
（
臨
床
心
理
学
、
家
族
心
理
学
）

教　

授　

吉　

村　

典　

子
（
西
洋
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
史
）

客

員

研
究
員　

阿　

部　
　
　

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員　

後　

藤　

純　

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
イ
ン
ド
学
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員　

後　

藤　

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員　

早　

坂　

優　

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員　

平　

川　
　
　

新
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
・
日
本
近
世
史
研
究
・
歴
史
資
料
保
存
学
）

客

員

研
究
員　

井　

上　

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員　

犬　

飼　

公　

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
） 

客

員

研
究
員　

岩　

川　
　
　

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員　
Ｊ
．
Ｆ
．
モ
リ
ス
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
文
化
論
）

客

員

研
究
員　

片　

瀬　

一　

男
（
東
北
学
院
大
学
教
授
・
教
育
社
会
学
・
計
量
歴
史
社
会
学
）



( iii )

客

員

研
究
員　

菊　

池　

勇　

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
史
）

客

員

研
究
員　

木　

曽　

恵　

子
（ 

東
北
学
院
大
学
お
よ
び
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
タ
イ
地
域
研
究
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
）

客

員

研
究
員　

丸　

山　
　
　

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客

員

研
究
員　

森　
　
　

雅　

彦
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
西
洋
美
術
史
）

客

員

研
究
員　

大　

迫　

章　

史
（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政
学
）

客

員

研
究
員　

新　

免　
　
　

貢
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員　

土　

屋　
　
　

純
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
地
理
学
）

客

員

研
究
員　

富　

永　

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員　

安　

田　

容　

子
（ 
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
・
生
き
物
文
化
誌
〈
人
と
動
物
の
関
係
史
〉・
日
本
近
世

美
術
史
〈
地
方
文
人
・
画
人
研
究
〉）

二　

共
同
研
究
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
共
同
研
究
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
南
島
に
お
け
る
民
族
と
宗
教
」

　
　
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」

　

共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
次
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た
。



( iv )

　
　
『
沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
』
№
31

　
　
『
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
』
№
25

 

三　

二
〇
二
一
年
度
研
究
活
動
報
告

　

公
開
講
演
会

　
　

二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
（
土
）
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時（

＝
宮
城
学
院
女
子
大
学
講
堂
よ
り
対
面
／YouTubelive

配
信
併
用
）

　
　
　
「
日
本
の
次
世
代
の
こ
れ
か
ら
〜
多
様
化
す
る
世
界
で
活
き
よ
う
〜
」

講
師　

ウ
ス
ビ
・
サ
コ
氏
（
京
都
精
華
大
学
学
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

共　

催　

  

人
間
文
化
学
科
／
人
間
文
化
学
会
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
／
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
、
生
活
文
化
デ
ザ
イ
ン

学
科
／
生
活
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

後　

援　

 

宮
城
県
教
育
委
員
会
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
、
河
北
新
報
、tbc

東
北
放
送
、khb

東
日
本
放
送
、
ミ
ヤ

ギ
テ
レ
ビ
、
仙
台
放
送

　

第
一
回
公
開
研
究
会
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
・
発
達
科
学
研
究
所
合
同
新
所
員
紹
介
研
究
会
）

　
　

二
〇
二
一
年
六
月
十
一
日
（
金
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
等
の
諸
事
情
に
よ
り
延
期

　

第
二
回
公
開
研
究
会
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
新
所
員
紹
介
研
究
会
）

　
　

二
〇
二
一
年
六
月
三
〇 

日
（
水
）
一
四
時
四
〇
分 

〜
一
六
時
一
〇
分
（
本
学
人
文
館
四
階
Ａ
四
〇
五
）



( v )

　
　
　

報
告　

悲
嘆
（
グ
リ
ー
フ
）
ケ
ア
と
社
会
倫
理

松　

本　
　
　

周
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一
般
教
育
部
准
教
授
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
牧
師
）

　

第
三
回
公
開
研
究
会
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
・
発
達
科
学
研
究
所
・
人
文
社
会
科
学
研
究
所
合
同
新
所
員
紹
介
研
究
会
）

　
　

二
〇
二
一
年
七
月
一
六
日
（
金
）
一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
本
学
講
義
館
四
階
Ｃ
四
〇
三
）

　
　
　
　

報
告　
「
日
本
語
演
習
」
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
―
な
り
き
り
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
の
事
例
を
通
し
て
―

早
矢
仕　

智　

子
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一
般
教
育
部
教
授
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
主
催
〉

　

第
一
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
（
水
）
一
四
時
四
〇
分
〜
一
六
時
一
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　

報
告　

混
迷
す
る
タ
イ
政
治
の
現
在

水　

上　

祐　

二
氏
（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
政
治
学
部
研
究
員
、
元
在
タ
イ
日
本
大
使
館
二
等
書
記
官
、

元
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
文
学
部
専
任
講
師
）

　

第
二
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
一
年
一
〇
月 

二
八 

日
（
木
） 

一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
本
学
講
義
館
四
階
Ｃ
四
〇
三 

）

　
　
　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

　
　
　

報
告
Ⅰ　

イ
タ
リ
ア
の
事
例
か
ら

堀　

籠　

莉　

奈
氏
（
本
学
卒
業
生
・
元
在
イ
タ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
在
外
公
館
派
遣
員
）　



( vi )

　
　
　

報
告
Ⅱ　

フ
ラ
ン
ス
の
事
例
か
ら

間　

瀬　

幸　

江
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一
般
教
育
部
准
教
授
・
二
〇
二
〇
年
度
リ
ヨ
ン
第
二
大
学
招
聘
研
究
員
）

　

第
三
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
六
日
（
金
） 

一
五
時
〜
一
七
時
三
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　
「
ル
ー
ツ
を
考
え
る
」

　
　
　

報
告
Ⅰ　

狭
間
で
立
ち
尽
く
す
―
サ
イ
レ
ン
ト
ア
イ
ヌ
の
経
験
と
日
本
の
人
種
的
透
明
性

石　

原　

真　

衣
氏
（
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）

　
　
　

報
告
Ⅱ　

複
数
のRoots
を
交
差
さ
せ
る
研
究
活
働
試
論永　

田　

貴　

聖
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）

　
　
　

リ
プ
ラ
イ
・
コ
メ
ン
ト

下
地
ロ
ー
レ
ン
ス
吉
孝
氏
（「
ハ
ー
フ
」
研
究　

社
会
学　

ハ
ワ
イ
大
学
研
究
員
）

　

第
四
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
一
年
一
二
月 

一
六
日
（
木
） 

一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
（
本
学
講
義
館
四
階
Ｃ
四
〇
三
）

　
　
　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ⅱ
」

　
　
　

報
告　

コ
ロ
ナ
禍
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生
活
〜
二
〇
二
〇
年
度
の
新
聞
記
事
か
ら
〜

間　

瀬　

幸　

江
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一
般
教
育
部
准
教
授
・ 

二
〇
二
〇
年
度
リ
ヨ
ン
第
二
大
学
招
聘
研
究
員
）



( vii )

　

第
五
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
（
金
）
一
四
時
〜
一
六
時
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　
「
香
港
の
自
由
の
行
方
」

　
　
　

講
演
Ⅰ　

香
港
危
機
と
香
港
の
こ
れ
か
ら

倉　

田　
　
　

徹
氏
（
立
教
大
学
教
授
、
現
代
香
港
政
治
）

　
　
　

講
演
Ⅱ　

カ
エ
サ
ル
と
キ
リ
ス
ト
：
中
国
式
愛
国
主
義
に
向
き
合
う
香
港
の
キ
リ
ス
ト
教

松　

谷　

曄　

介
氏
（
金
城
学
院
大
学
准
教
授
、
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
）

　

第
六
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
二
年
三
月
九
日
（
水
）
一
四
時
〜
一
六
時
二
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　
「
ル
ー
ツ
を
考
え
る
Ⅱ
」

　
　
　

司
会　

永　

田　

貴　

聖
氏
（
本
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅰ　

東
北
の
関
西
人
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

―
移
動
と
こ
と
ば
を
巡
っ
て川　

口　

幸　

大
氏
（
東
北
大
学
文
学
研
究
科　

教
授
）

津　

川　

千
加
子
氏
（
独　

立　

研　

究　

者
）

　
　
　

報
告
Ⅱ　

ル
ー
ツ
を
見
つ
め
直
す
異
文
化
経
験
│
│
京
都
の
農
村
を
通
し
て
理
解
す
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
集
落

中　

村　

昇　

平
氏
（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
研
究
所
・
連
携
研
究
員
）



( viii )

　

第
七
回
公
開
研
究
会
（
共
催　

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
永
田
貴
聖
研
究
室
）

　
　

二
〇
二
二
年
三
月
二
六
日
（
土
）
一
四
時
〜
一
六
時
三
〇
分
（
＝
本
学
講
義
館
四
階
Ｃ
四
〇
一
）

　
　
　
「
ル
ー
ツ
を
考
え
る
Ⅲ
」

司
会　

永　

田　

貴　

聖
氏
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）

　
　
　

研
究
会
テ
ー
マ　

何
と
何
を
つ
な
げ
て
考
え
れ
ば
良
い
の
か

　
　
　
　

│
在
日
コ
リ
ア
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
二
〇
年
を
ふ
り
か
え
る
│

川　

端　

浩　

平
氏
（
津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
准
教
授
）

四　

所
員
消
息
（
二
〇
二
一
年
四
月
―
二
〇
二
二
年
三
月
）

　

早
矢
仕　

智　

子　

教
授

　
　

学
会 

発
表
「
日
本
語
学
習
者
と
日
本
人
大
学
生
と
の
協
同
授
業
―
「
日
本
企
業
のSW

O
T

分
析
」
を
通
し
て
―
」（27th 

Princeton Japanese Pedagogy Forum
,　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】）
二
〇
二
一
年
五
月
八
日

　
　

著
書�

「
日
本
語
教
師
／
学
校
教
員
養
成
課
程
の
学
生
達
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
び
―
地
域
の
外
国
人
・
年
少
者
と
の
実
践
を
通
し
て
」

島
崎
薫
・
高
橋
亜
紀
子
・
早
矢
仕
智
子
・
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
柳
澤
え
り
子
（
共
著
）『
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流
と
協
働
学
習�

多
文

化
共
生
の
た
め
に
』
村
田
晶
子
（
編
著
）
二
三
五
～
二
五
六
頁
（
く
ろ
し
お
出
版
、
二
〇
二
二
年
二
月
）

　

市
野
澤　

潤　

平　

教
授

　
　

著
書 

「
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
複
雑
さ
：
メ
デ
ィ
ア
が
作
り
だ
す
、メ
デ
ィ
ア
を
見
る
観
光
」
藤
野
陽
平
・
奈
良
雅
史
・
近
藤
祉
秋
（
共



( ix )

編
著
）『
モ
ノ
と
メ
デ
ィ
ア
の
人
類
学
』
九
五
〜
一
〇
八
頁
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

　
　

著
書 

『
観
光
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
場
の
質
的
調
査
入
門
』
市
野
澤
潤
平
・
碇
陽
子
・
東
賢
太
郎
（
共
編
著
）

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
五
月
）

　
　

解
説
「
フ
ー
ド
コ
ー
ト
」
野
林
厚
志
ほ
か
（
編
）『
世
界
の
食
文
化
百
科
事
典
』（
丸
善
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

　
　

学
会 

報
告
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
へ
の
想
像
力
：『
観
光
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」
観
光
学
術
学

会
第
一
〇
回
研
究
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
一
年
七
月
四
日
）

　

九　

里　

順　

子　

教
授

　
　

著
書　
『
詩
の
外
包
』（
翰
林
書
房　

二
〇
二
一
年
一
二
月
）

　
　

論
文
「
地
を
這
う
透
谷

―
「
亡
友
反
古
帖
」
よ
り
見
え
る
も
の

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
六
号　

二
〇
二
一
年
七
月
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「『
夕
べ
の
雲
』
庄
野
潤
三

―
日
常
へ
の
意
志

―
」（『
ひ
と
お
も
い
』
三
号　

二
〇
二
一
年
七
月
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
飛
び
越
え
る
な
、
す
り
抜
け
よ
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
） 

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
昭
和
歌
謡
の
懐
」（「
カ
リ
ヨ
ン
の
調
べ
」『
河
北
新
報
』
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
言
葉
」（「
鬣
」
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
愛
の
壁
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
そ
こ
に
い
る
夕
爾
」（『
福
井
新
聞
』
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
詩
の
外
包
十
三　

二
人
の
詩ミ
ュ

神ー
ズ

」（『
鬣
』
七
九
号　

二
〇
二
一
年
五
月
）

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
詩
の
外
包
十
四　

里
山
の
春
を
離
れ
て
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年 

一
一
月
）



( x )

　
　

エ
ッ
セ
イ
「
詩
の
外
包
十
五　

駅
前
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
） 

　
　

俳
句
「
水
の
や
う
に
光
の
や
う
に
」（『
鬣
』
七
九
号　

二
〇
二
一
年
五
月
）

　
　

俳
句
「
街
路
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
）

　
　

俳
句
「
点
描
」（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

　
　

俳
句
「
暖
色
」（『
鬣
』
八
二
号　

二
〇
二
二
年
二
月
）

　
　
「
坪
内
稔
典
一
〇
〇
句　

一
句
鑑
賞
」（『
鬣
』
八
〇
号　

二
〇
二
一
年
八
月
）

　
　

一
句
鑑
賞
『
２
１
世
紀
俳
句
選
集
』（『
鬣
』
八
一
号　

二
〇
二
一
年
一
一
月
）

　
　

感
想
「
第
二
三
回
小
野
十
三
郎
賞
特
別
奨
励
賞　

受
賞
の
言
葉
」（『
樹
林
』
六
七
八
号　

二
〇
二
一
年
一
二
月
）

　
　

最
終
講
義
「
情
況
と
詩

―
木
下
夕
爾
と
秋
谷
豊

―
」（
二
〇
二
二
年
一
月
二
六
日　

於
Ｃ
三
〇
八　

一
六
時
〜
一
七
時
三
〇
分
）

　

栗　

原　
　
　

健　

准
教
授

　
　

著
書�

「『
幽
霊
ミ
サ
』
伝
説
を
読
む
│
中
世
・
近
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
異
界
」
と
の
往
還
―
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
科

学
研
究
所
（
編
）『〈
往
還
〉
の
諸
相
』
一
九
七
―
二
二
五
頁
（
翰
林
書
房
、
二
〇
二
一
年
七
月
）

　
　

資
料�

紹
介
「
あ
ら
た
な
る
希
望
の
花
を
胸
に
秘
め
―
宮
城
女
学
校
生
徒
に
よ
る
短
歌
の
世
界
（1910

年
～1940

年
）―
」（『
宮
城
学

院
資
料
室
年
報
』
第
二
七
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

　
　

新
刊�

紹
介　

M
atthijs�ILSIN

K
,�Jos�K

O
LD
EW
EIJ,�Ron�SPRO

N
K
,�From

 B
osch's Stable: H

ieronym
us B

osch and 

the Adoration of the M
agi

（『
西
洋
中
世
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
一
五
○
頁
）

　
　

新
刊�

紹
介　

T
ine�Luk�M

EGA
N
CK
�and�Sabine�V

A
N
�SPRA

N
G,�B

ruegelʼs W
inter Scenes: H

istorians and A
rt 
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H
istorians in D

ialogue�

（『
西
洋
中
世
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
一
五
五
頁
）

　
　

新
刊�

紹
介　

Erik�A
.�H
EIN
RICH

S,�Plague, Print, and the R
eform

ation: The G
erm

an R
eform

 of H
ealing, 1473-

1573 （『
西
洋
中
世
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
一
七
四
頁
）

　
　

コ
ラ��
ム
「
聖
書
の
こ
と
ば　

列
王
記
上
一
九
章
七
節
」（「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
」
第
七
四
七
号
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
）

　
　

本
学�

キ
リ
ス
ト
教
講
座
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
ひ
み
つ
！
」（
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
三
日
、
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

　

間　

瀬　

幸　

江　

准
教
授

　
　

研
究 

ノ
ー
ト
「「
本
」
は
心
の
食
べ
物
で
あ
り
、
生
活
必
需
品
で
あ
る
〜
コ
ロ
ナ
禍
が
可
視
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
読
書
文
化
の
自
律

性
〜
」（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
、
二
〇
二
二
年
）
五
五
〜
七
六
頁

　
　

論
文 

「
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
演
劇
史
の
洞
を
の
ぞ
く

―
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
カ
サ
ド
シ
ュ
と
は
何
者
か
」（
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究

論
文
集
一
三
三
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
一
〜
二
一
頁
．

　
　

研
究 

会
報
告
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

フ
ラ
ン
ス
の
事
例
か
ら
〜
「
本
」
は
心
の
食
べ
物
で
あ
り
、生
活
必
需
品
で
あ
る
」（
宮

城
学
院
女
子
大
学
附
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
主
催
〉
第
四
回
公
開

研
究
会　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
八
日
（
木
））

　
　

研
究 

会
報
告
「
コ
ロ
ナ
禍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ⅱ　

コ
ロ
ナ
禍
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生
活
〜
二
〇
二
〇
年
度
の
新
聞
記
事
か
ら
」（
宮
城
学

院
女
子
大
学
附
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
主
催
〉
第
二
回
公
開
研
究

会　

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
六
日
（
木
））

　
　

番
組
制
作
「
声
の
つ
な
が
り
大
学
」（
仙
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
３
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー



( xii )

　

松　

本　
　
　

周　

准
教
授

　
　

論
文 

「
柏
木
義
円
に
お
け
る
祈
り
と
社
会
批
評
と
の
関
係
理
解
」（『
研
究
年
報
』
第
五
五
号
、
本
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、

二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
、
四
一
―
五
三
頁
）

　
　

研
究 
ノ
ー
ト
「
２
月
１
１
日
は
「
信
教
の
自
由
を
守
る
日
」

―
制
定
の
経
緯
」（『
信
徒
の
友
』
二
〇
二
二
年
二
月
号
、
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
二
二
年
二
月
一
日
、
三
四
―
三
七
頁
）

　
　

新
刊 

紹
介
「
松
谷
曄
介
編
訳
『
香
港
の
民
主
化
運
動
と
信
教
の
自
由
』」（『
信
徒
の
友
』、
二
〇
二
一
年
五
月
号
、
二
〇
二
一
年
五
月

一
日
、
六
二
頁
）

　
　

コ
ラ
ム
「
ク
リ
ス
マ
ス
」（「
河
北
新
報
」、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
五
日
、
一
七
頁
）

　
　

講
演
「
御
国
を
ア
ジ
ア
に
来
た
ら
せ
た
ま
え
」
日
本
基
督
教
団
仙
台
東
一
番
丁
教
会
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
）

　

高　

橋　

陽　

一　

准
教
授

　
　

論
文 

「Traditional C
ulture and M

odern A
dm

inistration: The M
eiji G

overnm
entʼs H

ot Springs Policy and 

Local Com
m

unity

」（Tim
othy D

. Am
os

・Akiko Ishii

『R
evisiting Japanʼs Restoration: N

ew
 Approaches 

to the Study of the M
eiji Transform

ation
』Routledge

、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

　
　

論
文 

「
こ
れ
か
ら
の
古
文
書
サ
ー
ク
ル
活
動
―
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
て
―
」　
（『
地
方
史
研
究
』四
一
二
、
地
方
史
研
究
協
議

会
、
二
〇
二
一
年
八
月
）

　
　

論
文 

「
他
領
民
の
藩
認
識
―
水
戸
藩
領
へ
の
旅
行
者
を
事
例
に
―
」（『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集
』
一
三
二
、
二
〇
二
一
年

六
月
）



( xiii )

　
　

エ
ッ 

セ
イ
「（
連
載
）
日
本
の
歴
史
と
旅
」（『N

ETT

』
一
一
一
〜
一
一
五
、
ほ
く
と
う
総
研
、
二
〇
二
一
年
一
月
・
四
月
・
七
月
・

一
〇
月
・
二
〇
二
二
年
一
月
）

　
　

コ
ラ
ム
「
旅
日
記
の
史
料
的
可
能
性
―
日
本
近
世
史
研
究
の
立
場
か
ら
―
」（『
学
士
会
会
報
』
九
四
八
、二
〇
二
一
年
五
月
）

　
　

講
演 
「
病
を
想
う
〜
江
戸
時
代
の
温
泉
療
法
〜
」（
人
間
文
化
学
科
地
域
開
放
講
座
）B

RAN
CH

仙
台
・
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
仙

台
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）

　
　

シ
ン 

ポ
ジ
ウ
ム
「
活
か
さ
れ
た
資
料
保
全
知
―
宮
城
県
岩
沼
市
の
震
災
関
連
資
料
収
集
―
」（
第
七
回
全
国
史
料
ネ
ッ
ト
研
究
交
流

集
会
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
二
〇
二
一
年
二
月
）

　
　

学
会 

報
告
「
知
識
人
の
み
た
水
戸
藩
―
他
領
民
の
藩
認
識
―
」（
交
通
史
学
会
二
〇
二
一
年
度
第
一
回
例
会
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

（
二
〇
二
一
年
七
月
）

　
　

調
査　

仙
台
市
青
葉
区
作
並
温
泉
「
鷹
泉
閣　

岩
松
旅
館
」
古
文
書
調
査
（
二
〇
二
一
年
八
月
〜
）

　

田　

中　

一　

裕　

教
授

　
　

論
文
「
宮
城
学
院
女
子
大
学
構
内
の
チ
ョ
ウ
類
相
」（
生
活
環
境
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、宮
城
学
院
女
子
大
学
、二
〇
二
一
年
三
月
）

　
　

論
文 

「W
inter polyol m

etabolism
 of the house spider, Parasteatoda tepidariorum

 is essentially the sam
e 

betw
een adults and nym

phs.

」（Acta Arachnologica,　

二
〇
二
一
年
六
月
）

　
　

講
演 

「
家
の
周
り
を
観
察
し
よ
う
」（
宮
城
い
き
い
き
学
園
石
巻
校
・
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
東
松
島
市
矢
本
東
市
民
セ
ン
タ
ー

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
七
日
）

　
　

そ
の 

他
「
北
海
道
に
お
け
る
マ
ダ
ラ
ヒ
メ
グ
モ
の
初
記
録
」（K

ISH
ID

AIA,
東
京
蜘
蛛
談
話
会
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
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天　

童　

睦　

子　

教
授

　
　

著
書 

（
編
著
）
天
童
睦
子
編
『
キ
ャ
リ
ア
を
創
る
―
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
入
門
』
分
担
執
筆
箇
所
「
ま
え
が
き　

キ
ャ
リ
ア
教

育
を
学
ぶ
あ
な
た
へ
」、
一
章
「
社
会
を
知
り
キ
ャ
リ
ア
を
創
る
―
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
入
門
」、
二
章
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

読
み
解
く
現
代
社
会
―
女
性
と
労
働
」
一
―
二
一
頁
（
学
文
社
、 

二
〇
二
一
年
五
月
）

　
　

論
文 

「
知
識
伝
達
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
視
点
」『
学
術
の
動
向
』
第
二
六
巻
第
七
号
（
通
巻
三
〇
四
号
）、

一
七
―
二
一
頁
、（
日
本
学
術
協
力
財
団　

二
〇
二
一
年
七
月
）

　
　

論
文 　

Tendo, M
. &

 Takahashi, H
. (O

ct. 2021). Fam
ily E

ducation and Sym
bolic C

ontrol in N
eoliberal 

C
onditions: Japanese C

hildrearing M
edia A

nalysis, International Journal of E
ducational R

esearch, 

110, 101860. https://doi.org/10.1016/ijer.2021.101860

　
　

論
文 　

特
集
・
巻
頭
言
「
コ
ロ
ナ
禍
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
を
つ
な
ぐ
」「
は
じ
め
に
」（
島
直
子
と
の
共
著
）『
国

際
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
誌
』
第
十
九
号
、
五
―
八
頁
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

　
　

論
文 　

片
瀬
一
男
・
天
童
睦
子
「
宮
城
学
院
卒
業
生
の
初
期
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
―
女
性
の
高
等
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
展
開
へ
の
社
会
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
」（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
『
研
究
年
報　

民
族
と
宗
教
』
第
五
四
号
、
七
│
三
九
頁
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

　
　

研
究 

報
告
書
（
書
評
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
）
浅
野
富
美
枝
・
天
童
睦
子
編
『
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
』、
第
７
回
震
災
問
題
研
究
交
流

会
報
告
書
、
三
二
–
三
七
頁
、
日
本
社
会
学
会
震
災
問
題
情
報
連
絡
会
（
二
〇
二
二
年
一
月 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
公
開
）

　
　

書
評
「
戦
後
大
学
改
革
と
家
政
学
」（
石
渡
尊
子
著
）『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
現
代
の
高
等
教
育
』
第
六
三
三
号
、（
二
〇
二
一
年
八
―
九
月
）

　
　

書
評 

「
若
者
支
援
の
日
英
比
較
―
社
会
関
係
資
本
の
観
点
か
ら
」（
井
上
慧
真
著
）『
日
英
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
二
五
号　



( xv )

一
〇
九
―
一
一
二
頁
（
二
〇
二
一
年
八
月
）

　
　

国
際 

学
会
報
告　

Tendo, M
. &

 Shim
bo, A. (O

ct. 2021).　

Parenting and Fam
ily Education in Japan: Tow

ards 

a Com
parative Study of Cultural Transm

ission in East Asia, @
 the 27th Taiw

an Forum
 on Sociology of 

Education, authorized as a m
id-term

 conference of RC04, International Sociological A
ssociation (ISA), 

H
ost: Taiw

an A
ssociation for Sociology of E

ducation (TA
SE

), N
ational Taiw

an N
orm

al U
niversity 

(O
nline conference)

　
　

特
集 

・
巻
頭
言
・
論
稿
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
教
育
の
役
割
」『
月
刊
ウ
ィ
ラ
ー
ン　

W
e Learn

』
第
八
一
一
号
、
三
頁
、

特
集
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
教
育
」（
日
本
女
性
学
習
財
団
、
二
〇
二
一
年
九
月
）

　
　

そ
の 

他
・
著
作
紹
介　

自
著
を
語
る
「
キ
ャ
リ
ア
を
創
る
」『
週
刊
教
育
資
料
』
第
一
六
二
三
（
二
〇
二
一
年
八
月
一
六
日
）
号
、

四
九
頁
（
日
本
教
育
新
聞
社　

二
〇
二
一
年
八
月
）

　
　

そ
の 

他
・article, M
igration and m

obility in childhood, Japan, B
loom

sbury E
ducation and C

hildhood Studies, 

August, 2021, O
nline Publishing Bloom

sbury.

　
　

研
究�

報
告
「
日
本
の
家
庭
教
育
と
し
つ
け
戦
略
の
現
在
―
東
京
・
宮
城
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
中
心
に
」、
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
と
規
範
的
文
化
の
伝
達
の
諸
相
―
各
地
域
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
ふ
ま
え
て
」（
早
稲
田

大
学
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

　
　

ワ
ー 

ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告　
「
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
／
広
め
る
／
深
め
る
」（
共
同
報
告
）、
Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム2021

、（
国
立
女
性
教
育
会
館
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
九
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）



( xvi )

　
　

講
演 　

復
興
庁
・
男
女
共
同
参
画
班
「
震
災
か
ら
十
年
、
改
め
て
考
え
る
『
女
性
と
災
害
・
復
興
』」（
浅
野
富
美
枝
と
の
共
同
講
演
）

（
い
わ
て
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
二
〇
二
一
年
六
月
一
六
日
）

　
　

発
表 
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
「
人
間
の
復
興
は
す
す
ん
で
い
る
か　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年

―
い
ま
、
市
民
活
動
と
学
問
が
つ
な
が
る
」（
浅
野
富
美
枝
と
の
共
同
発
表
）（
主
催　

仙
台
市
、
企
画　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
コ
ー

ル
ネ
ッ
ト
仙
台
、
於 

国
際
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
三
月
五
日
）

　

八　

木　

祐　

子　

教
授 

　
　

編
著
書　
『
儀
礼
と
口
頭
伝
承
』
江
口
一
久
編　

八
木
祐
子
・
手
塚
恵
子
責
任
編
集
、
風
響
社
、
二
〇
二
一
年
三
月

　
　

著
書 　
「
北
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
女
性
の
儀
礼
と
口
頭
伝
承
―
婚
姻
儀
礼
を
中
心
に
―
」（
江
口
一
久
編　

八
木
祐
子
・
手
塚
恵
子

責
任
編
集
）、
風
響
社
、
一
三
三
〜
一
五
二
頁
、
二
〇
二
一
年
三
月

　
　

研
究 

ノ
ー
ト
「
イ
ン
ド
実
習
に
み
る
異
文
化
体
験
と
そ
の
意
義
―
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
事
例
―
」『
女
性
学
評
論
』
三
六
号　

九

〜
三
五
頁
、
神
戸
女
学
院
大
学
女
性
学
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

　
　

研
究 

ノ
ー
ト
「
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
文
化
圏
の
婚
姻
儀
礼
と
民
族
歌
謡
（
そ
の
３
）」『
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
』N

O
.25

宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
（
印
刷
中
、
二
〇
二
二
年
三
月
発
行
予
定
）

　
　

研
究 

発
表
「
イ
ン
ド
実
習
に
み
る
異
文
化
体
験
と
そ
の
意
義
―
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
事
例
―
」『
大
学
教
育
に
お
け
る
南
ア
ジ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
の
意
義
と
可
能
性
―
宮
城
学
院
女
子
大
学
と
神
戸
歩
学
院
大
学
に
お
け
る
実
践
か
ら
―
』（
神
戸
女
学
院
大

学
女
性
学
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
主
催
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
共
催
、
二
〇
二
一
年
五
月
二
二
日
、

オ
ン
ラ
イ
ンZO

O
M

）



( xvii )

　
　

コ
ラ 

ム
「
海
外
交
流
を
通
じ
て
学
ぶ
異
文
化
理
解
」『
仙
台
経
済
界
』2021.5-6　

三
六
頁

　
　

出
前 

講
座　
「
イ
ン
ド
の
女
神
信
仰
と
病
い
」『
病
と
人
間
』（
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
地
域
開
放
講
座
、ブ
ラ
ン
チ
仙
台
、

二
〇
二
一
年
三
月
一
三
日
）


